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効用の種類 ふれあいによる生理・心理的効用

タイトル 押し花教室における参加者の心理的体験

概　　　容

押し花教室参加者が教室においてどのような心理的体験をし、参加者にとって押し花がど
のような意味を持っていたかを検討する。対象は、平均年齢54.2歳の女性、40名とし、気分
プロフィール検査（POMS)とアンケートを実施した。その結果、POMSでは「緊張」「抑うつ」
「怒り」「疲労」「混乱」が終了時には有意に低い得点を示した。アンケートの結果では参加
者は無心に活動に没頭し、仲間との一体感や自己効力感を感じていた。これらのことか
ら、押し花教室への参加は、情緒的安定を参加者にもたらすことが示された。

内　　　容

（目的）
参加者が押し花教室においてどのような心理的体験をしているか明らかにし、参加者
にとって押し花教室がどのような意味を持っていたかを検討する。

（調査方法）

2003年10月と2004年6月および10月に押し花教室を開催した。各回とも3週連続の

毎土曜日、午後2時から2時間のプログラムを実施した。対象者は40名で全員が女

性、平均年齢は54.2歳であった。調査は、押し花教室の1.初日開始前、2.初日終了

時、3.最終日修了時の3時点でPOMSを、最終日修了時に、1.参加中の心理的体験、

2.参加にともなう日常生活の変化について問うアンケートを実施した。

（結果および考察）
初日開始前と初日終了時および最終日修了時の結果を比較すると、「活気」以外
の「緊張」「抑うつ」「怒り」「疲労」「混乱」の項目で、初日終了時および最終日修了
時の結果が有意に低い得点を示した。アンケートの結果から、参加者は時がたつ
のも忘れ無心に活動に没頭し、仲間との一体感や自己効力感を感じることができ
ていた。また、押し花教室は参加者に何気ない草花が魅力的に見えるような心の
変化をもたらした。以上から、押し花教室への参加は、情緒安定を参加者にもたら
し、心の世界が豊かになったことが示唆された。



出典 人間・植物関係学会雑誌 第5巻　別冊 : 44-45 .2005年  板井修一

備考


